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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　行列分布をなす複数のピクセルユニットを含むアレイ基板において、
　前記複数のピクセルユニットの各々は、第１薄膜トランジスタ、第２薄膜トランジスタ
、第１ピクセル電極および第２ピクセル電極を含み、
　前記第１薄膜トランジスタは、ドレイン電極が前記第１ピクセル電極に電気接続し、前
記第２薄膜トランジスタは、ドレイン電極が前記第２ピクセル電極に電気接続し、かつ前
記第１ピクセル電極と前記第２ピクセル電極は電気絶縁し、前記第１ピクセル電極と前記
第２ピクセル電極との間に電圧差が存在するとき、前記第１ピクセル電極と前記第２ピク
セル電極との間に電界を形成し、
　前記第２ピクセル電極は、全層被覆電極であり、前記第１ピクセル電極は、帯状電極で
あり、前記第１ピクセル電極は、絶縁層を介して前記第２ピクセル電極に設けられ、
　前記第２薄膜トランジスタのドレイン電極が延伸して前記第２ピクセル電極を形成する
アレイ基板。
【請求項２】
　請求項１に記載のアレイ基板において、
　前記複数のピクセルユニットの各々は、２本のゲート線と１本のデータ線を更に含み、
　前記第１薄膜トランジスタは、ゲート電極が前記２本のゲート線のうちの第１ゲート線
に電気接続し、前記第２薄膜トランジスタは、ゲート電極が前記２本のゲート線のうちの
第２ゲート線に電気接続し、前記第１、第２薄膜トランジスタは、ソース電極が前記デー
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タ線に電気接続するアレイ基板。
【請求項３】
　請求項１に記載のアレイ基板において、
　前記複数のピクセルユニットの各々は、２本のゲート線と２本のデータ線を更に含み、
　前記第１薄膜トランジスタは、ゲート電極が前記２本のゲート線のうちの第１ゲート線
に電気接続し、前記第２薄膜トランジスタは、ゲート電極が前記２本のゲート線のうちの
第２ゲート線に電気接続し、前記第１薄膜トランジスタは、ソース電極が前記２本のデー
タ線のうちの第１データ線に電気接続し、前記第２薄膜トランジスタは、ソース電極が前
記２本のデータ線のうちの第２データ線に電気接続するアレイ基板。
【請求項４】
　請求項１に記載のアレイ基板において、
　前記複数のピクセルユニットの各々は、１本のゲート線と２本のデータ線を更に含み、
前記第１薄膜トランジスタ、前記第２薄膜トランジスタは、ゲート電極が前記ゲート線に
電気接続し、前記第１薄膜トランジスタは、ソース電極が前記２本のデータ線のうちの第
１データ線に電気接続し、前記第２薄膜トランジスタは、ソース電極が前記２本のデータ
線のうちの第２データ線に電気接続するアレイ基板。
【請求項５】
　請求項１に記載のアレイ基板において、
　前記第１薄膜トランジスタは、ドレイン電極がビアホールを介して前記第１ピクセル電
極に電気接続し、前記第２薄膜トランジスタは、ドレイン電極が前記第２ピクセル電極に
直接的に電気接続するアレイ基板。
【請求項６】
　請求項１に記載のアレイ基板において、
　前記第１薄膜トランジスタと前記第２薄膜トランジスタは、寄生容量が同一であるアレ
イ基板。
【請求項７】
　請求項１ないし６のいずれか一つに記載のアレイ基板において、
　一つの前記ピクセルユニットは、同列で隣接行に位置する別の前記ピクセルユニットと
１本のゲート線を共用するアレイ基板。
【請求項８】
　請求項１ないし７のいずれか一つに記載のアレイ基板を有する液晶表示装置。
【請求項９】
　行列分布となす複数のピクセルユニットを含むアレイ基板の駆動方法において、
　前記複数のピクセルユニットの各々は、第１薄膜トランジスタ、第２薄膜トランジスタ
、第１ピクセル電極および第２ピクセル電極を含み、前記第１薄膜トランジスタのドレイ
ン電極が前記第１ピクセル電極に電気接続し、前記第２薄膜トランジスタのドレイン電極
が前記第２ピクセル電極に電気接続し、かつ前記第１ピクセル電極と前記第２ピクセル電
極が電気絶縁し、前記第２ピクセル電極は、全層被覆電極であり、前記第１ピクセル電極
は、帯状電極であり、前記第１ピクセル電極は、絶縁層を介して前記第２ピクセル電極に
設けられ、前記第２薄膜トランジスタのドレイン電極が延伸して前記第２ピクセル電極を
形成し、
　前記駆動方法は、
　前記第１ピクセル電極に第１電圧を提供することと、前記第２ピクセル電極に第２電圧
を提供することと、前記第１電圧と前記第２電圧との間に電圧差が存在するとき、前記第
１ピクセル電極と前記第２ピクセル電極との間に電界を形成することを含むアレイ基板の
駆動方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の方法において、
　前記複数のピクセルユニットの各々には、２本のゲート線と１本のデータ線を更に含み
、
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　前記ピクセルユニットの第１ピクセル電極に第１電圧を提供するステップにおいて、具
体的に、
　前記第１薄膜トランジスタのゲート電極に電気接続する前記２本のゲート線のうちの第
１ゲート線にターンオン電圧を印加することによって、前記第１薄膜トランジスタをオン
にし、
　前記第１薄膜トランジスタのソース電極に電気接続する前記データ線を介して前記第１
ピクセル電極に前記第１電圧を印加することを含み、
　前記ピクセルユニットの第２ピクセル電極に第２電圧を提供するステップにおいて、具
体的に、
　前記第２薄膜トランジスタのゲート電極に電気接続する前記２本のゲート線のうちの第
２ゲート線にターンオン電圧を印加することによって、前記第２薄膜トランジスタをオン
にし、
　前記第２薄膜トランジスタのソース電極に電気接続する前記データ線を介して前記第２
ピクセル電極に前記第２電圧を印加することを含むアレイ基板の駆動方法。
【請求項１１】
　請求項９に記載の方法において、
　前記複数のピクセルユニットの各々には、２本のゲート線と２本のデータ線を更に含み
、
　前記ピクセルユニットの第１ピクセル電極に第１電圧を提供するステップにおいて、具
体的に、
　前記第１薄膜トランジスタのゲート電極に電気接続する前記２本のゲート線のうちの第
１ゲート線にターンオン電圧を印加することによって、前記第１薄膜トランジスタをオン
にし、
　前記第１薄膜トランジスタのソース電極に電気接続する前記２本のデータ線のうちの第
１データ線を介して前記第１ピクセル電極に前記第１電圧を印加することを含み、
　前記ピクセルユニットの第２ピクセル電極に第２電圧を提供するステップにおいて、具
体的に、
　前記第２薄膜トランジスタのゲート電極に電気接続する前記２本のゲート線のうちの第
２ゲート線にターンオン電圧を印加することによって、前記第２薄膜トランジスタをオン
にし、
　前記第２薄膜トランジスタのソース電極に電気接続する前記２本のデータ線のうちの第
２データ線を介して前記第２ピクセル電極に前記第２電圧を印加することを含むアレイ基
板の駆動方法。
【請求項１２】
　請求項９に記載の方法において、
　前記複数のピクセルユニットの各々には、１本のゲート線と２本のデータ線を更に含み
、
　前記ピクセルユニットの第１ピクセル電極に第１電圧を提供するステップと、前記ピク
セルユニットの第２ピクセル電極に第２電圧を提供するステップは、同時に行なわれ、具
体的に、
　前記第１薄膜トランジスタのゲート電極と第２薄膜トランジスタのゲート電極の両方に
電気接続する前記ゲート線にターンオン電圧を印加することによって、前記第１、第２薄
膜トランジスタを同時にオンにし、
　前記第１薄膜トランジスタのソース電極に電気接続する前記２本のデータ線のうちの第
１データ線を介して前記第１ピクセル電極に前記第１電圧を印加するとともに、前記第２
薄膜トランジスタのソース電極に電気接続する前記２本のデータ線のうちの第２データ線
を介して前記第２ピクセル電極に前記第２電圧を印加することを含むアレイ基板の駆動方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、液晶表示技術分野に関し、特にアレイ基板、液晶表示装置およびアレイ基板
の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、液晶表示装置のアレイ基板における各ピクセルユニットの駆動は、ピクセルユニ
ットを被覆するピクセル電極に電圧を印加してピクセル電極とコモン電極との間に電界を
形成させることで、該ピクセルにおける液晶分子を電界の作用で一定の角度偏向させ、光
の透過と遮断を実現する。
【０００３】
　コモン電極は、全てのピクセルユニットに統一のコモン電圧Ｖ-comを提供する。ピクセ
ル電極は、対応するピクセルユニットにピクセル電圧Ｖ-pixelを提供し、該電圧の大きさ
によって、該ピクセルユニットを通過する光の量を制御する。液晶表示装置は、ワンフレ
ームの画像を表示しようとするとき、通常行走査の方式を採用する。すなわち、ピクセル
ユニットは、行ごとにオンになり、次の行のピクセルユニットがオンになる直前に、現在
行のピクセルユニットがオフになる。ピクセルユニットがオンになるときにピクセル電圧
がピクセル電極に印加し、それによって画像の表示を実現する。
【０００４】
　上述のピクセル電圧と統一のコモン電圧との間の電界を利用して画像表示を実現する過
程において、同列で隣接行に位置する２つのピクセルユニットのピクセル電圧が異なる場
合、後にオンとなるピクセルユニットのピクセル電極がコモン電極に結合し、コモン電極
上のコモン電圧に変化を生じさせ、それによって前にオンとなるピクセルユニットのピク
セル電極とコモン電極との間の電界に変化を生じさせ、緑がかった表示（greenish）現象
を招いてしまう。
【０００５】
　また、通常ピクセル電極は、対応するピクセルユニットにおける薄膜トランジスタのド
レイン電極に接続する。該ピクセルユニットがオフとなったときに、薄膜トランジスタが
オフとなる。薄膜トランジスタがオフとなった際にリーク電流と寄生容量が存在するため
、ピクセル電極上のピクセル電圧は、時間の経過とともに次第に低下し、それによってピ
クセル電極とコモン電極との間の電圧差に変化を生じさせ、さらに画面フリッカー（Flic
ker）現象を招いてしまう。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の実施例は、ピクセルユニット、アレイ基板、液晶表示パネル、液晶表示装置お
よびアレイ基板の駆動方法を提供し、従来の液晶表示装置が画像を表示するときに存在す
る緑がかった表示現象と画面フリッカー現象を解決した。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明の実施例は、以下の技術案を採用する。
【０００８】
第１薄膜トランジスタ、第２薄膜トランジスタ、第１ピクセル電極および第２ピクセル電
極を含むピクセルユニットにおいて、前記第１薄膜トランジスタは、ドレイン電極が前記
第１ピクセル電極に電気接続し、前記第２薄膜トランジスタは、ドレイン電極が前記第２
ピクセル電極に電気接続し、かつ前記第１ピクセル電極と前記第２ピクセル電極は電気絶
縁し、前記第１ピクセル電極と前記第２ピクセル電極との間に電圧差が存在するとき、前
記第１ピクセル電極と前記第２ピクセル電極との間に電界を形成する。
【０００９】
　前記ピクセルユニットにおいて、２本のゲート線と１本のデータ線を更に含み、前記第
１薄膜トランジスタは、ゲート電極が前記２本のゲート線のうちの第１ゲート線に電気接
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続し、前記第２薄膜トランジスタは、ゲート電極が前記２本のゲート線のうちの第２ゲー
ト線に電気接続し、前記第１、第２薄膜トランジスタは、ソース電極が前記データ線に電
気接続することが好ましい。
【００１０】
　前記ピクセルユニットにおいて、２本のゲート線と２本のデータ線を更に含み、前記第
１薄膜トランジスタは、ゲート電極が前記２本のゲート線のうちの第１ゲート線に電気接
続し、前記第２薄膜トランジスタは、ゲート電極が前記２本のゲート線のうちの第２ゲー
ト線に電気接続し、前記第１薄膜トランジスタは、ソース電極が前記２本のデータ線のう
ちの第１データ線に電気接続し、前記第２薄膜トランジスタは、ソース電極が前記２本の
データ線のうちの第２データ線に電気接続することが好ましい。
【００１１】
　前記ピクセルユニットにおいて、１本のゲート線と２本のデータ線を更に含み、前記第
１、２薄膜トランジスタは、ゲート電極が前記ゲート線に電気接続し、前記第１薄膜トラ
ンジスタは、ソース電極が前記２本のデータ線のうちの第１データ線に電気接続し、前記
第２薄膜トランジスタは、ソース電極が前記２本のデータ線のうちの第２データ線に電気
接続することが好ましい。
【００１２】
　さらに、前記第２ピクセル電極は、全層被覆電極であり、前記第１ピクセル電極は、帯
状電極であり、前記第１ピクセル電極は、絶縁層を介して前記第２ピクセル電極に設けら
れる。
【００１３】
　さらに、前記第１薄膜トランジスタは、ドレイン電極がビアホールを介して前記第１ピ
クセル電極に電気接続し、前記第２薄膜トランジスタは、ドレイン電極が前記第２ピクセ
ル電極に直接的に電気接続する。
【００１４】
　前記第１ピクセル電極と前記第２ピクセル電極は、同一の層に形成されており、かつ前
記第１ピクセル電極と前記第２ピクセル電極は、ともに帯状電極であることが好ましい。
【００１５】
　さらに、前記第１薄膜トランジスタと前記第２薄膜トランジスタは、全てのパラメータ
が同一である。
【００１６】
　前記第１薄膜トランジスタと前記第２薄膜トランジスタに生じる寄生容量が同一である
ことが好ましい。
【００１７】
　前記第１ピクセル電極、前記第２ピクセル電極は、前記データ線と同一の層に形成され
ていることが好ましい。
【００１８】
　行列分布をなす複数の上記ピクセルユニットを有するアレイ基板。
【００１９】
　一つの前記ピクセルユニットは、同列で隣接行に位置する別の前記ピクセルユニットと
１本のゲート線を共用することが好ましい。
【００２０】
　上記アレイ基板を有する液晶表示パネル。
【００２１】
　上記液晶表示パネルを有する液晶表示装置。
【００２２】
　第１薄膜トランジスタ、第２薄膜トランジスタ、第１ピクセル電極および第２ピクセル
電極を含み、前記第１薄膜トランジスタのドレイン電極が前記第１ピクセル電極に電気接
続し、前記第２薄膜トランジスタのドレイン電極が前記第２ピクセル電極に電気接続し、
かつ前記第１ピクセル電極と前記第２ピクセル電極が電気絶縁するピクセルユニットの駆
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動方法において、前記第１ピクセル電極に第１電圧を提供することと、前記第２ピクセル
電極に第２電圧を提供することと、前記第１電圧と前記第２電圧との間に電圧差が存在す
るとき、前記第１ピクセル電極と前記第２ピクセル電極との間に電界を形成することを含
む。
【００２３】
　前記ピクセルユニットには、２本のゲート線と１本のデータ線を更に含み、前記ピクセ
ルユニットの第１ピクセル電極に第１電圧を提供するステップにおいて、具体的に、前記
第１薄膜トランジスタのゲート電極に電気接続する前記２本のゲート線のうちの第１ゲー
ト線にターンオン電圧を印加することによって、前記第１薄膜トランジスタをオンにし、
前記第１薄膜トランジスタのソース電極に電気接続する前記データ線を介して前記第１ピ
クセル電極に前記第１電圧を印加することを含み、前記ピクセルユニットの第２ピクセル
電極に第２電圧を提供するステップにおいて、具体的に、前記第２薄膜トランジスタのゲ
ート電極に電気接続する前記２本のゲート線のうちの第２ゲート線にターンオン電圧を印
加することによって、前記第２薄膜トランジスタをオンにし、前記第２薄膜トランジスタ
のソース電極に電気接続する前記データ線を介して前記第２ピクセル電極に前記第２電圧
を印加することを含むことが好ましい。
【００２４】
　前記ピクセルユニットには、２本のゲート線と２本のデータ線を更に含み、前記ピクセ
ルユニットの第１ピクセル電極に第１電圧を提供するステップにおいて、具体的に、前記
第１薄膜トランジスタのゲート電極に電気接続する前記２本のゲート線のうちの第１ゲー
ト線にターンオン電圧を印加することによって、前記第１薄膜トランジスタをオンにし、
前記第１薄膜トランジスタのソース電極に電気接続する前記２本のデータ線のうちの第１
データ線を介して前記第１ピクセル電極に前記第１電圧を印加することを含み、前記ピク
セルユニットの第２ピクセル電極に第２電圧を提供するステップにおいて、具体的に、前
記第２薄膜トランジスタのゲート電極に電気接続する前記２本のゲート線のうちの第２ゲ
ート線にターンオン電圧を印加することによって、前記第２薄膜トランジスタをオンにし
、前記第２薄膜トランジスタのソース電極に電気接続する前記２本のデータ線のうちの第
２データ線を介して前記第２ピクセル電極に前記第２電圧を印加することを含むことが好
ましい。
【００２５】
　前記ピクセルユニットには、１本のゲート線と２本のデータ線を更に含み、前記ピクセ
ルユニットの第１ピクセル電極に第１電圧を提供するステップと、前記ピクセルユニット
の第２ピクセル電極に第２電圧を提供するステップは、同時に行なわれ、具体的に、前記
第１薄膜トランジスタのゲート電極と第２薄膜トランジスタのゲート電極の両方に電気接
続する前記ゲート線にターンオン電圧を印加することによって、前記第１、第２薄膜トラ
ンジスタを同時にオンにし、前記第１薄膜トランジスタのソース電極に電気接続する前記
２本のデータ線のうちの第１データ線を介して前記第１ピクセル電極に前記第１電圧を印
加するとともに、前記第２薄膜トランジスタのソース電極に電気接続する前記２本のデー
タ線のうちの第２データ線を介して前記第２ピクセル電極に前記第２電圧を印加すること
を含むことが好ましい。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明の実施例によるピクセルユニット、アレイ基板、液晶表示パネル、液晶表示装置
およびアレイ基板の駆動方法において、ピクセルユニットには２つのピクセル電極が設け
られており、かつ各ピクセル電極が対応する薄膜トランジスタによってそれぞれ制御され
るため、２つのピクセル電極間の電圧差で液晶分子の偏向を制御することができるが、ア
レイ基板におけるその他のピクセルユニットのピクセル電極上の電圧に影響を与えないこ
とで、緑がかった表示現象の発生を回避した。また、ピクセルユニットのオフ時に、２つ
のピクセル電極をそれぞれ制御する２つの薄膜トランジスタに同一の寄生容量を有するこ
とができるため、２つのピクセル電極間の電圧差を安定に保持することで、画面フリッカ
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ー現象の発生を回避した。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
　本発明の実施例における技術案をより明確に説明するために、以下、実施例に使用され
る図面について簡単に紹介する。
【図１】本発明の実施例によるピクセルユニットの上面図である。
【図２】（ａ）は、図１に示すピクセルユニットのＡ-Ａ´に沿った断面図であり、（ｂ
）は、図１に示すピクセルユニットのＢ-Ｂ´に沿った断面図である。
【図３】本発明の実施例による別のピクセルユニットの上面図である。
【図４】本発明の実施例によるアレイ基板の部分上面図である。
【図５】本発明の実施例によるアレイ基板駆動方法の電圧波形図である。
【図６】（ａ）～（ｃ）は、本発明の実施例によるピクセルユニットのゲート線、データ
線と薄膜トランジスタの３種類の接続方式の簡略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、本発明の実施例における図面と結びつけて、本発明の実施例における技術案につ
いて明確かつ完全的な記載をする。
【００２９】
　本発明の実施例によるピクセルユニットは、図１に示すように、第１薄膜トランジスタ
Ｔ１、第２薄膜トランジスタＴ２、第１ピクセル電極Ｐおよび第２ピクセル電極ＰＢを含
む。第１薄膜トランジスタＴ１は、ドレイン電極１５が第１ピクセル電極Ｐに電気接続し
、第２薄膜トランジスタＴ２は、ドレイン電極１６が第２ピクセル電極ＰＢに電気接続し
、かつ第１ピクセル電極Ｐと第２ピクセル電極ＰＢは電気絶縁する。第１ピクセル電極Ｐ
と第２ピクセル電極ＰＢとの間に電圧差が存在するとき、第１ピクセル電極Ｐと第２ピク
セル電極ＰＢとの間に電界を形成して液晶分子回転を制御する。
【００３０】
　本発明の実施例によるピクセルユニットの特徴は、電界形成用の２つの電極がともにア
レイ基板上に形成されており、しかも２つの電極間が電気絶縁することである。このよう
な構造のピクセルユニットは、ＡＤＳ（ＡＤ-ＳＤＳとも言う。ADvanced　Super　Dimens
ion　Switch）方式液晶パネルとＩＰＳ（In-Plane　Switching）方式液晶パネルに広く応
用されており、ＡＤＳ／ＩＰＳ方式液晶パネルを採用した液晶表示装置にはより広い可視
角度を有する。
【００３１】
　そのなか、ＡＤＳ表示方式は、同一平面内のスリット電極縁で生じる電界およびスリッ
ト電極層と板状電極層との間に生じる電界によって多次元電界を形成し、液晶ボックス内
スリット電極間、電極直上に配向する全ての液晶分子を回転させ、それによって液晶稼働
効率を向上し、光透過効率を増大する。ＡＤＳ技術は、ＴＦＴ-ＬＣＤ製品の画面品質を
向上することができ、高解析率、高透過率、低電力損失、広い視野角、高開口率、低色収
差、プッシュムラ（push　Mura）がないなどのメリットを有する。
【００３２】
　ＩＰＳ表示方式は、複数の平行しかつ交差に配列する帯状ピクセル電極と帯状コモン電
極によって水平電界を形成する。該水平電界は、電界方向が該ピクセルユニットが形成さ
れた基板に平行する電界であり、しかも該水平電界は、該ピクセルユニットにおける液晶
分子の偏向を駆動して、画像表示を実現する。
【００３３】
　本発明の実施例によるピクセルユニットは、従来のＡＤＳ／ＩＰＳ方式液晶パネルにお
けるピクセルユニットとの主な区別は、２つのＴＦＴ（Thin　Film　Transistor：薄膜ト
ランジスタ）を含み、２つの電極（ピクセル電極）をそれぞれ制御することにある。
【００３４】
　従来のアレイ基板において各ピクセルユニットが一つのコモン電極を共用するため、一
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つンピクセルユニットがオンになるときに、ピクセルユニットがコモン電極と結合してコ
モン電極の電圧に変化を生じさせ、緑がかった表示現象を招いてしまうことがある。一方
、本発明の実施例によるピクセルユニットは、２つの互いに絶縁するピクセル電極を設置
することによって従来のコモン電極を代えて、かつ該２つのピクセル電極が該ピクセルユ
ニットにおける２つのＴＦＴによってそれぞれ制御される。したがって、該ピクセルユニ
ットがオンとなるとき、該ピクセルユニットにおける、他のピクセルユニットから独立し
た２つの電極（ピクセル電極）が液晶分子回転を制御し、その他のピクセルユニットにい
かなる影響も与えないので、緑がかった表示現象の発生を回避した。
【００３５】
　さらに、第１薄膜トランジスタと第２薄膜トランジスタは、全てのパラメータが同一で
ある。具体的に、第１薄膜トランジスタと第２薄膜トランジスタの寄生容量が同一である
。ここの寄生容量は、薄膜トランジスタのゲート電極とソース電極との間の寄生容量、ゲ
ート電極とドレイン電極との間の寄生容量、およびソース電極とドレイン電極との間の寄
生容量を含む。また、本発明の実施例によるピクセルユニットがオンとなるとき、２つの
ピクセル電極間に電界を形成し、その後ピクセルユニットがオフとなり、すなわち２つの
ピクセル電極をそれぞれ制御するＴＦＴをオフにする。このとき、２つのＴＦＴにともに
寄生容量が存在するため、２つのピクセル電極上の電圧が同時に低下する。プロセスパラ
メータを制御することによって、２つのＴＦＴのゲート電極と、二つのピクセル電極に接
続するドレイン電極またはソース電極との間に生じる寄生容量を同一にすることができる
。上記二つの寄生容量が同一であるため、２つのピクセル電極の電圧降下を一致させて保
持することができ、それによって２つのピクセル電極間の電圧差が安定し、さらに画面フ
リッカー現象の発生を回避する。
【００３６】
　上述分析から、本発明の実施例によるピクセルユニットにおいて、２つのピクセル電極
が設けられており、かつ各ピクセル電極が対応する薄膜トランジスタによってそれぞれ制
御されるため、２つのピクセル電極間の電圧差で液晶分子の偏向を制御することができる
が、アレイ基板におけるその他のピクセルユニットのピクセル電極上の電圧に影響を与え
ないことで、緑がかった表示現象の発生を回避したことが分かる。また、ピクセルユニッ
トのオフ時に、２つのピクセル電極をそれぞれ制御する２つの薄膜トランジスタに同一の
寄生容量を有することができるため、２つのピクセル電極間の電圧差を安定に保持するこ
とで、画面フリッカー現象の発生を回避した。
【００３７】
　上記ピクセルユニットには、ゲート線とデータ線を更に含む。ゲート線は、薄膜トラン
ジスタのゲート電極に接続し、薄膜トランジスタのゲート電極に電圧を提供することによ
って薄膜トランジスタをオンにする。データ線は、薄膜トランジスタのソース電極に接続
し、薄膜トランジスタのドレイン電極に接続するピクセル電極に電圧を提供する。上記ピ
クセルユニットには、第１ピクセル電極と第２ピクセル電極の電圧を保持するための蓄積
容量（図示せず）が更に設けられている。蓄積容量は、ピクセル電極とコモン電極線との
間に生じるものであってもよいし、ピクセル電極とゲート線との間に生じるものであって
もよい。
【００３８】
　図６ａないし図６ｃにおいて、ゲート線およびデータ線と、薄膜トランジスタとの接続
の３種類の方式を示し、かつ図６ａないし図６ｃにおいて同一の部品には同一の図面記号
が付されている。
【００３９】
　図６ａは、図１におけるゲート線およびデータ線と、薄膜トランジスタとの接続方式と
同じであり、図１の簡略図であり、かつ図６ａと図１における同一の部品には同一の図面
記号が付されている。図１および図６ａに示すように、ピクセルユニットにおいて、２本
のゲート線Ｇ１、Ｇ２と１本のデータ線Ｄ２を含む。第１薄膜トランジスタＴ１は、ゲー
ト電極１１が２本のゲート線のうちの第１ゲート線Ｇ１に電気接続し、第２薄膜トランジ



(9) JP 6253187 B2 2017.12.27

10

20

30

40

50

スタＴ２は、ゲート電極１２が２本のゲート線のうちの第２ゲート線Ｇ２に電気接続し、
第１薄膜トランジスタＴ１のソース電極１３、第２薄膜トランジスタＴ２のソース電極14
がデータ線Ｄ２に電気接続する。
【００４０】
　図６ｂに示すように、ピクセルユニットにおいて、２本のゲート線Ｇ１、Ｇ２と２本の
データ線Ｄ１、Ｄ２を含む。第１薄膜トランジスタＴ１は、ゲート電極１１が２本のゲー
ト線のうちの第１ゲート線Ｇ１に電気接続し、第２薄膜トランジスタＴ２は、ゲート電極
１２が２本のゲート線のうちの第２ゲート線Ｇ２に電気接続し、第１薄膜トランジスタＴ
１は、ソース電極１３が２本のデータ線のうちの第１データ線Ｄ１に電気接続し、第２薄
膜トランジスタＴ２は、ソース電極１４が２本のデータ線のうちの第２データ線Ｄ２に電
気接続する。
【００４１】
　図６ｃに示すように、ピクセルユニットにおいて、１本のゲート線Ｇ１と２本のデータ
線Ｄ１、Ｄ２を含んでよい。第１薄膜トランジスタＴ１のゲート電極１１、第２薄膜トラ
ンジスタＴ２のゲート電極１２がゲート線Ｇ１に電気接続し、第１薄膜トランジスタＴ１
は、ソース電極１３が２本のデータ線のうちの第１データ線Ｄ１に電気接続し、第２薄膜
トランジスタＴ２は、ソース電極１４が２本のデータ線のうちの第２データ線Ｄ２に電気
接続する。
【００４２】
　図１に示すピクセルユニットは、ＡＤＳ方式表示パネルにおけるピクセルユニットであ
る。その中、第２ピクセル電極ＰＢは、全層被覆電極（板状電極に見なしてよい）であり
、第１ピクセル電極Ｐは、帯状電極（スリット電極に見なしてよい）であり、第１ピクセ
ル電極Ｐは、絶縁層（図示せず）を介して第２ピクセル電極ＰＢに設けられる。もちろん
、第１ピクセル電極Ｐ、第２ピクセル電極ＰＢの形状および第１ピクセル電極Ｐと第２ピ
クセル電極ＰＢの上下位置関係は、図１に限定されず、第１ピクセル電極Ｐと第２ピクセ
ル電極ＰＢとの間に多次元電界を実現可能なその他の形式であってもよい。
【００４３】
　図１に示すピクセルユニットにおいて、２つの薄膜トランジスタＴ１、Ｔ２が同時に形
成し、かつ第２ピクセル電極ＰＢがデータ線Ｄ２と同一の層に形成することが好ましい。
それによって第２薄膜トランジスタＴ２は、ドレイン電極が第２ピクセル電極ＰＢに直接
的に電気接続する。第１ピクセル電極Ｐが絶縁層を介して第２ピクセル電極ＰＢを被覆す
るため、第１薄膜トランジスタＴ1は、ドレイン電極がビアホールＹを介して第１ピクセ
ル電極Ｐに電気接続する。図２ａと図2ｂを参照する。
【００４４】
　図２ａは、図１におけるＡ-Ａ´に沿った第１薄膜トランジスタＴ１の断面図であり、
下から順に基板２１、ゲート電極１１、ゲート絶縁層２２、半導体層２３およびソース／
ドレイン電極接触層２４を含む。第１薄膜トランジスタのゲート電極１１は、ゲート線Ｇ
１に電気接続する。第１薄膜トランジスタのソース電極１３は、ソース電極接触層２４ａ
を被覆し、データ線Ｄ２に電気接続する。第１薄膜トランジスタのドレイン電極１５は、
ドレイン電極接触層２４ｂを被覆する。ドレイン電極１５、ソース電極１３、一部暴露の
半導体層２３には絶縁層２５が被覆する。絶縁層２５にはビアホール２８が設けられ、絶
縁層上に形成される第１ピクセル電極Ｐがビアホール２８を介してドレイン電極１５に電
気接続する。
【００４５】
　図２ｂは、図１におけるＢ-Ｂ´に沿った第２薄膜トランジスタＴ２の断面図であり、
下から順に基板２１、ゲート電極１２、ゲート絶縁層２２、半導体層２６およびソース／
ドレイン電極接触層２７を含む。第２薄膜トランジスタのゲート電極１２は、ゲート線Ｇ
２に電気接続する。第２薄膜トランジスタＴ２のソース電極１４は、ソース電極接触層２
７ａを被覆し、データ線Ｄ２に電気接続する。第２薄膜トランジスタＴ２のドレイン電極
１６は、ドレイン電極接触層２７ｂを被覆し、ドレイン電極１６の延伸部が第２ピクセル
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電極ＰＢとする。
【００４６】
　図１、図２ａおよび図２ｂにおける同一の構成部分には同一の図面記号が付される。
【００４７】
　図２ａおよび図２ｂに示す構造は、プロセス簡単化の前提において提案される好ましい
構造であり、すなわち、２つのＴＦＴが同時に形成し、ピクセルユニット形成工程を減少
する。もちろん、２つのＴＦＴは、同時形成でなくてもよい。かつ、２つのＴＦＴは、必
ずしも図２ａおよび図２ｂに示すボトムゲート型構造ではなく、一方のＴＦＴがボトムゲ
ート型構造で他方のＴＦＴがトップゲート型構造であり、または２つのＴＦＴがともにト
ップゲート型構造であってもよい。それによって、ピクセル電極とＴＦＴのドレイン電極
との電気接続は、図２ａおよび図２ｂに示す接続方式に限定されず、具体的な接続方式が
ＴＦＴの構造およびピクセル電極とＴＦＴとの相対位置に応じて具体的に決まる。例えば
、ピクセル電極がＴＦＴのドレイン電極の上または下に位置する場合、すなわちピクセル
電極とＴＦＴのドレイン電極とは同一の層に形成されていない場合、ピクセル電極とＴＦ
Ｔのドレイン電極とはビアホールを介して互いに電気接続する。ピクセル電極とＴＦＴの
ドレイン電極とは同一の層に形成されている場合、ピクセル電極とＴＦＴのドレイン電極
とは直接的に電気接続し、ピクセル電極が延伸してＴＦＴのドレイン電極を形成するか、
ＴＦＴのドレイン電極が延伸してピクセル電極を形成する。
【００４８】
　図３に示すピクセルユニットは、ＩＰＳ方式表示パネルにおけるピクセルユニットであ
り、図１に示すピクセルユニットとの区別は、２つのピクセル電極の構造および位置にあ
る。図３において、第１ピクセル電極Ｐ´と第２ピクセル電極ＰＢ´が同一の層に形成し
、かつ第１ピクセル電極Ｐ´と第２ピクセル電極ＰＢ´がともに帯状電極である。また、
図３に示すように、第１ピクセル電極Ｐ´と第２ピクセル電極ＰＢ´は互いに交差に配置
する。
【００４９】
　図３において、図１と同一の構成部分には同一の図面記号が付されている。
【００５０】
　図３に示すピクセルユニットにおいて、２つの薄膜トランジスタＴ１、Ｔ２が同時に形
成し、かつ第１ピクセル電極Ｐ´と第２ピクセル電極ＰＢ´がデータ線Ｄ１、Ｄ２と同一
の層に形成し、第１薄膜トランジスタＴ１のドレイン電極１５が第１ピクセル電極Ｐ´に
直接的に電気接続し、かつ第２薄膜トランジスタＴ２のドレイン電極１６が第２ピクセル
電極ＰＢ´に直接的に電気接続することが好ましい。
【００５１】
　上述のように、図３における２つのＴＦＴが同時に形成することが好ましく、ピクセル
ユニット形成工程を減少する。もちろん、２つのＴＦＴは、同時形成でなくてもよい。か
つ、２つのＴＦＴは、一方のＴＦＴがボトムゲート型構造で他方のＴＦＴがトップゲート
型構造であり、または２つのＴＦＴがともにトップゲート型構造かボトムゲート型構造で
あってもよい。それによって、ピクセル電極とＴＦＴのドレイン電極との電気接続は、上
記の直接的な電気接続に限定せず、具体的な接続方式がＴＦＴの構造およびピクセル電極
とＴＦＴとの相対位置に応じて具体的に決まる。
【００５２】
　もちろん、図１と図３は、ピクセルユニットの模式図に過ぎない。図１に示す第１ピク
セル電極Ｐは、３本のスリットを含み、かつスリットが縦方向である。図３に示す第１ピ
クセル電極Ｐ´、第２ピクセル電極ＰＢ´は２つの分岐しか含まない。本分野の技術者が
知っているように、２つのピクセル電極の形状は、２つのピクセル電極間においてピクセ
ルユニットの表面に平行する多次元電界または水平電界を生じさせ、２つのピクセル電極
を電気絶縁させるようなあらゆる形状である。
【００５３】
　本発明の実施例は、行列分布をなす複数の上記ピクセルユニットを含むアレイ基板を更
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に提供している。図４は、該アレイ基板における隣接する４つのピクセルユニットＣを示
している。該４つのピクセルユニットＣは、図３に示すピクセルユニットの構造を採用す
る。その中、一つのピクセルユニットＣは、同列で隣接行に位置するピクセルユニットと
１本のゲート線を共用してよい。もちろん、本発明は、これに限定しない。図４から、同
列に位置する２つの隣接するピクセルＣの境界に１本のゲート線Ｇiが設けられており、
かつゲート線Ｇiに接近し該隣接する２つのピクセルユニットのそれぞれに位置するＴＦ
Ｔのゲート電極がともに該ゲート線Ｇiに接続する。なお、iは、ゲート線の番号を示し、
Ｇiは、i本目のゲート線を示す。該アレイ基板にはｎ行ｍ列のピクセルユニットを有する
と仮定すると、該アレイ基板のゲート線は、計ｎ+１本ある。図４におけるアルファベッ
トｊは、ピクセルユニットの列番号を示し、すなわち、アルファベットｊに対応する列の
ピクセルユニットがｊ列目のピクセルユニットである。ｊ列目のピクセルユニットにおけ
るＴＦＴのソース電極はデータ線Ｄjに接続する。同様に、ｊ-1列目のピクセルユニット
におけるＴＦＴのソース電極はデータ線Ｄj-1に接続し、ｊ+1列目のピクセルユニットに
おけるＴＦＴのソース電極はデータ線Ｄj+1に接続する。
【００５４】
　図４に示すアレイ基板は、図３に示すピクセルユニットの構造を採用するが、もちろん
本分野の技術者が知っていて本発明に適用するその他のピクセルユニットの構造を採用し
てもよい。
【００５５】
　本発明の実施例によるアレイ基板において、本発明の上記実施例による、単独のＴＦＴ
によってそれぞれ制御される２つのピクセル電極を有するデュアル電極型ピクセルユニッ
トを採用しているため、従来技術を使用して生じる緑がかった表示現象と画面フリッカー
現象を回避できる。
【００５６】
　本発明の実施例において、液晶表示パネルと液晶表示装置も提供している。該液晶表示
パネルには上記実施例に記載するアレイ基板を有する。該液晶表示装置には該液晶表示パ
ネルを有する。該液晶表示パネルと液晶表示装置には、ともに本発明の上記実施例による
、単独のＴＦＴによってそれぞれ制御される２つのピクセル電極を有するデュアル電極型
ピクセルユニットを採用しているため、従来技術を使用して生じる緑がかった表示現象と
画面フリッカー現象を回避できる。
【００５７】
　本発明の実施例において、ピクセルユニットの駆動方法も提供している。該ピクセルユ
ニットは、図１に示すように、第１薄膜トランジスタＴ１、第２薄膜トランジスタＴ２、
第１ピクセル電極Ｐおよび第２ピクセル電極ＰＢを含み、第１薄膜トランジスタＴ１のド
レイン電極が第１ピクセル電極Ｐに電気接続し、第２薄膜トランジスタＴ２のドレイン電
極が第２ピクセル電極ＰＢに電気接続し、かつ第１ピクセル電極と第２ピクセル電極が電
気絶縁する。該駆動方法において、第１ピクセル電極Ｐに第１電圧を提供することと、第
２ピクセル電極ＰＢに第２電圧を提供することと、第１電圧と第２電圧との間に電圧差が
存在するとき、該第１ピクセル電極と第２ピクセル電極との間に電界を形成することとを
含む。
【００５８】
　本発明の実施例によるピクセルユニットの駆動方法において、２つの互いに絶縁するピ
クセル電極をピクセルユニットに設置することによって従来のコモン電極を代えて、かつ
該２つのピクセル電極が該ピクセルユニットにおける２つのＴＦＴによってそれぞれ制御
される。したがって、該ピクセルユニットがオンとなるとき、電圧が２つのＴＦＴを介し
て他のピクセルユニットから独立した２つの電極（ピクセル電極）にそれぞれ印加されて
液晶分子回転を制御し、その他のピクセルユニットにいかなる影響も与えないので、緑が
かった表示現象の発生を回避した。
【００５９】
　また、ピクセルユニットがオンとなるとき、２つのピクセル電極間に電界を形成し、そ
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の後ピクセルユニットがオフとなり、すなわち２つのピクセル電極をそれぞれ制御するＴ
ＦＴをオフにする。このとき、２つのＴＦＴにともにリーク電流が存在するため、２つの
ピクセル電極上の電圧が同時に低下する。プロセスパラメータを制御することによって２
つのＴＦＴの寄生容量を同一にすることができる。したがって、２つのピクセル電極の電
圧降下を一致させて保持することができ、それによって２つのピクセル電極間の電圧差が
安定し、さらに画面フリッカー現象の発生を回避する。
【００６０】
　上述分析から、本発明の実施例によるピクセルユニットにおいて、ピクセルユニットに
は２つのピクセル電極が設けられており、かつ各ピクセル電極が対応する薄膜トランジス
タによってそれぞれ制御されるため、２つのピクセル電極間の電圧差で液晶分子の偏向を
制御することができるが、アレイ基板におけるその他のピクセルユニットのピクセル電極
上の電圧に影響を与えないことで、緑がかった表示現象の発生を回避したことが分かる。
また、ピクセルユニットのオフ時に、２つのピクセル電極をそれぞれ制御する２つの薄膜
トランジスタに同一の寄生容量を有することができるため、２つのピクセル電極間の電圧
差を安定に保持することで、画面フリッカー現象の発生を回避した。
【００６１】
　上記実施例において、図６ａないし図６ｃによってピクセルユニットにおけるゲート線
およびデータ線と薄膜トランジスタとの接続の３種類の方式を示したが、対応的に、異な
る接続方式のピクセルユニットについて異なる駆動方法を有する。以下、図６ａないし図
６ｃにおけるピクセルの駆動方法についてそれぞれ説明する。
【００６２】
　図６ａに示すように、ピクセルユニットには、２本のゲート線Ｇ１、Ｇ２と１本のデー
タ線Ｄ２を含む。上記ピクセルユニットの駆動方法において第１ピクセル電極Ｐに第１電
圧を提供するステップは、具体的に、第１薄膜トランジスタＴ１のゲート電極１１に電気
接続する２本のゲート線のうちの第１ゲート線Ｇ１にターンオン電圧を印加することによ
って、第１薄膜トランジスタＴ１をオンにし、第１薄膜トランジスタＴ１のソース電極１
３に電気接続するデータ線Ｄ２を介して第１ピクセル電極Ｐに第１電圧を印加することを
含む。
【００６３】
　上記ピクセルユニットの駆動方法において第２ピクセル電極ＰＢに第２電圧を提供する
ステップは、具体的に、第２薄膜トランジスタＴ２のゲート電極１２に電気接続する２本
のゲート線のうちの第２ゲート線Ｇ２にターンオン電圧を印加することによって、第２薄
膜トランジスタＴ２をオンにし、第２薄膜トランジスタＴ２のソース電極１４に電気接続
するデータ線Ｄ２を介して第２ピクセル電極ＰＢに第２電圧を印加することを含む。
【００６４】
　図６ｂに示すように、ピクセルユニットには、２本のゲート線Ｇ１、Ｇ２と２本のデー
タ線Ｄ１、Ｄ２を含む。上記ピクセルユニットの駆動方法において第１ピクセル電極Ｐに
第１電圧を提供するステップは、具体的に、第１薄膜トランジスタＴ１のゲート電極１１
に電気接続する２本のゲート線のうちの第１ゲート線Ｇ１にターンオン電圧を印加するこ
とによって、第１薄膜トランジスタＴ１をオンにし、第１薄膜トランジスタＴ１のソース
電極１３に電気接続する２本のデータ線のうちの第１データ線Ｄ１を介して第１ピクセル
電極Ｐに第１電圧を印加することを含む。
【００６５】
　上記ピクセルユニットの駆動方法において第２ピクセル電極ＰＢに第２電圧を提供する
ステップは、具体的に、第２薄膜トランジスタＴ２のゲート電極１２に電気接続する２本
のゲート線のうちの第２ゲート線Ｇ２にターンオン電圧を印加することによって、第２薄
膜トランジスタＴ２をオンにし、第２薄膜トランジスタＴ２のソース電極１４に電気接続
する２本のデータ線のうちの第２データ線Ｄ２を介して第２ピクセル電極ＰＢに第２電圧
を印加することを含む。
【００６６】
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　図６ｃに示すように、ピクセルユニットには、１本のゲート線Ｇ１と２本のデータ線Ｄ
１、Ｄ２を含む。上記ピクセルユニットの駆動方法において第１ピクセル電極Ｐに第１電
圧を提供するステップと、第２ピクセル電極に第２電圧を提供するステップは、同時に行
なわれる。具体的に、第１薄膜トランジスタＴ１のゲート電極１１と第２薄膜トランジス
タＴ２のゲート電極１２の両方に電気接続するゲート線Ｇ１にターンオン電圧を印加する
ことによって、第１薄膜トランジスタＴ1と第２薄膜トランジスタＴ２を同時にオンにし
、第１薄膜トランジスタＴ１のソース電極１３に電気接続する２本のデータ線のうちの第
１データ線Ｄ１を介して第１ピクセル電極Ｐに第１電圧を印加するとともに、第２薄膜ト
ランジスタＴ２のソース電極１４に電気接続する２本のデータ線のうちの第２データ線Ｄ
２を介して第２ピクセル電極ＰＢに第２電圧を印加することを含む。
【００６７】
　アレイ基板における各ピクセルユニットがどのように駆動されるかをより明確に説明す
るために、以下、図４と図５と結びつけてアレイ基板駆動方法の一つの具体的な実例を記
載する。
【００６８】
　該方法は、図４に示すアレイ基板を駆動するために用いる。行走査方式を採用し、すな
わち、行ごとにゲート線に電圧を印加する。
【００６９】
　具体的に、ワンフレーム画像の表示時間内に、図４に示すアレイ基板におけるｊ列目の
ピクセルユニットのデータ線Ｄjに対して、図５に示すデータ電圧Ｄata_inを印加すると
仮定する。波形図からわかるように、指定した時間インターバルｔ１～ｔ８において、デ
ータ線に順次印加する電圧は、０ｖ、－２ｖ、＋３ｖ、－２ｖ、０ｖ、０ｖ、－２ｖ、１
ｖである。同時に該フレーム画像の表示時間内に、指定した時間インターバルｔ1～ｔ８
において、i－1本目ゲート線ないしi＋６本目ゲート線に順次ターンオン電圧を印加する
。すなわち、第１時間インターバルｔ１のとき、i－1行目ゲート線Ｇi－1にターンオン電
圧を印加し、ｉ行目ピクセルユニットの第１薄膜トランジスタがオンとなり、ｉ行ｊ列目
のピクセルＣにおいて第１薄膜トランジスタＴ１に接続する第１ピクセル電極Ｐに０ｖ電
圧を印加する。第２時間インターバルｔ２のとき、i－1行目ゲート線Ｇi－1がオフとなり
、すなわちｉ－１行目ピクセルユニットの第１薄膜トランジスタＴ１がオフとなる。蓄積
容量の作用によって、第１ピクセル電極Ｐ上の電圧は、ワンフレーム画像の表示終了まで
保持できる。ｉ本目ゲート線Ｇｉにターンオン電圧を印加し、ｉ行目ピクセルユニットの
第２薄膜トランジスタＴ２およびｉ＋１行目のピクセルユニットの第１薄膜トランジスタ
がオンとなり、ｉ行ｊ列目のピクセルＣにおいて第２薄膜トランジスタＴ２に接続する第
２ピクセル電極ＰＢに-２ｖ電圧を印加し、同時にｉ＋１行ｊ列目のピクセルにおいて第
１薄膜トランジスタに接続する第１ピクセル電極にも-２ｖ電圧を印加する。それによっ
て、ｉ行ｊ列目のピクセルＣにおいて第１ピクセル電極Ｐと第２ピクセル電極ＰＢとの間
に（－２－０）ｖの電圧差を形成し、すなわち－２ｖの電圧差を形成する。水平電界を形
成して該ピクセルユニットを駆動して表示をする。同様に、ｉ行目ゲート線Ｇｉがオフと
なり、ｉ＋１行目のゲート線Ｇｉ＋１がオンとなるとき、蓄積容量によって、ｉ行ｊ列目
のピクセルユニットＣにおける第２ピクセル電極の電圧をワンフレーム画像表示終了まで
保持させる。これに準じて類推する。図５において、Ｐと示す実線の波形は、各ピクセル
ユニットの第１ピクセル電極Ｐに順に印加した電圧を示し、ＰＢと示す点線の波形は、各
ピクセルユニットの第２ピクセル電極ＰＢに順に印加した電圧を示す。第２ピクセル電極
ＰＢ上の電圧から第１ピクセル電極Ｐ上の電圧を減じて電圧差ΔＶを取得する。該電圧差
は、ピクセルユニットにおける液晶分子の偏向を制御する電圧である。
【００７０】
　該駆動方法を採用することによって、同一の液晶分子偏向電圧を取得する前提において
、単一のピクセル電極に印加する電圧の絶対値を明らかに低下させることができる。例え
ば、図５に示すように、時間インターバルｔ２のとき、取得した両ピクセル電極間の電圧
差が＋５ｖであり、２つのピクセル電極に印加する電圧がそれぞれ－２ｖと＋３ｖである
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。従来の一つのピクセル電極と一つのコモン電極のピクセルユニット構造を駆動する場合
、通常コモン電極の電圧が０に設定される。ピクセル電極とコモン電極間の＋５ｖの電圧
差を取得しようとすると、該ピクセル電極に＋５ｖの電圧を印加する必要がある。
【００７１】
　以上の記載は、本発明の具体的な実施形態に過ぎない。しかし、本発明の保護範囲は、
これに限らない。本技術分野を熟知する技術者が本発明によって開示された技術範囲内に
おいて容易に想到できるあらゆる変化形態または代替形態は、いずれも本発明の保護範囲
内にカバーされる。したがって、本発明の保護範囲は、記載した請求項の保護範囲を基準
とするべきである。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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